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○海外の管理事例調査研究 
 海外の先端的管理手法の研究 
 日本のアカデミアへの応用研究 
 

○管理効率化の最適化調査研究 
 契約の統一化事例検討 
 契約/マテリアル管理手法研究 
 コンプライアンス管理手法研究 
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有体物管理センターの目的 

有体物管理センターの目的（オープンイノベション推進） 
 

１．戦略的活用  
 

   ○日本の貴重な研究資源の活用/企画 
  （国際競争力のある研究インフラの構築のための調査研究） 
  ・貴重な研究材料を、研究促進のため活用できる大学内成果有体物のデータベース構築 
  ・成果有体物を基礎とした先端研究企画立案のための調査研究 
 

２．成果有体物管理手法の確立 
 

   ○成果有体物移転に関する研究と最適化研究（調査研究） 
   生物多様性条約の動向調査研究（ABS）、世界の他大学の移転手法調査研究等 
   ○契約管理（実務効率化） 
   受入・提供契約の管理  
     A. 提供契約の管理 
     B. 受入契約の管理 
     C. コンプライアンス管理 
 

３．教育・人材育成 
 

  ○九大における財産管理教育（先端管理教育） 
  ⇒教員・職員・学生・他大学に対しての、財産権に関する教育啓発。 
  ○九大の先行している成果有体物管理ノウハウの移転 
  ⇒他大学の管理業務をしている係員等の教育と人材育成 



有体物管理センター 

有体物管理センターの 

役割と必要性 

１．大学で創出された成果有体物の積極的活用 
 

２．有体物の移動に伴う契約のスピードアップ 
  ⇒成果有体物の履歴管理による手続きの適正化（⇒Compliance） 
 

３．国内外の法規遵守 
  ⇒生物多様性条約/名古屋議定書、ITPGR、企業（契約遵守） 
   その他政府ガイドラインの遵守 

   適正な入手手続きの実施支援 

有体物管理を集中化することにより 



有体物管理センター 
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有体物管理センター 

本Webの基本機能 

成果有体物の 

 情報管理 

 授受（MTA）管理」 

（管理システム） 

成果有体物の 

コンプライアンス 
 CBD,NP,ITPGR 

 動植検疫… 

産学連携 

学学連携 

の推進 

（ショーケース） 



有体物管理センター 

MMCが取り扱った契約処理件数 
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有体物管理センター 

利用者数年次経緯 
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有体物管理センター 

利用者比率（2014年9月時点） 
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（補足） 
・医系は医学研究院と生医研を含む 
・理学系は全教員対象の値（本来は生物学科と化学科の一部がMTAの中心） 

・工学系も全教員対象の値（本来はバイオ系の教員のみが対象） 
・教室単位で利用されているケースもある 

（利用者/研究領域の研究者数） 



有体物管理センター 

研究材料を受領するまで 

提供依頼 

共同研究 

留学生 

招聘研究員 

輸入手続き 
 医薬品・食品 
 植物防疫 
 動物検疫 
 貿易管理等 

学内手続き 
 遺伝子組換え生物等譲渡手続き 

 MTA締結 
 その他契約 

提供国の手続き 
 ・生物多様性条約・名古屋議定書 
    PIC,MAT 
 ・食料及び農業のための植物遺伝資源 
  に関する国際条約 (ITPGR) 

 ・輸出手続き（検疫手続き等） 



有体物管理センター 

MMC  
Material &MTA  
データベース 

の完成 

(1) MTAの締結 

○権利の明確化 
○成果の取扱 等 

(1’) CBD/NPの対応 
衡平な利益配分の議論 
輸出手続きの交渉 

(0) 遺伝資源の移動サイン     

     (Kickoff) 

申請 

(2) 輸入の可否⇒大臣承認申請 
（形態の相談） 

農水省・経産省等の出先機関 

(3) 遺伝子組換え生物等 
      の譲渡に関する申請 

海外の遺伝資源の受領については、PIC,MAT(に
準じた)情報・動植物検疫・遺伝子組換え生物等
の申請等をリンクさせておく 

トラッキング画面 



有体物管理センター 

(1) MTAの締結 

(0) 遺伝資源の移動サイン     

     (Kickoff) 

申請 

(2) 輸入の可否⇒大臣承認申請 
（形態の相談） 

農水省・経産省等の出先機関 

事例） 
 インド        寄生昆虫 
 ネパール         キノコ・微生物 

 バングラディッシュ  ウリ属 
 東チモール      寄生昆虫 
 インドネシア     根菜類 

 タイ         微生物 
 エジプト       土壌サンプル 
  等 



有体物管理センター 

A Gatekeeper 

共同研究 

JSPS 

招聘研究員 国費（自費） 

留学生 

海外での 

サンプリング 

留学生 

MMC is a Gatekeeper of  

materials like those pictured here 



ご清聴有り難うございました 


